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マッシュアップで作られたウェブページ



複数のカルテをマッシュアップする



マッシュアップ（Ｍａｓｈｕｐ）を可能にした
ウェブサービス（Ｗｅｂ　ｓｅｒｖｉｃｅ）

• 従来不可欠であった事前の厳密な書式と処理
方式の摺り合わせは不要に（メタ書式）

• データ提供サーバー側が、データ書式や問い合
わせ、返答の書式を、文書で明示（ＷＳＤＬ）

– 取り込み書式と処理方式を自動作成

– どのような形式の文書も容易に取り込める



マッシュアップ（Ｍａｓｈｕｐ）を可能にした
ウェブサービス（Ｗｅｂ　ｓｅｒｖｉｃｅ）



地域医療連携と「どこでもＭＹカルテ」
をクラウド上で実現する

• １）一つの病院の電子カルテを共有する

• ２）複数の電子カルテを同じ画面で共有する

• ３）手書きの紙カルテも含めて地域で共有する

– ＩＤ管理

– カルテ情報提供の形態

– クラウド上に展開

– 低コストで運用する

• ４）患者さんの携帯と、カルテを共有する
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１）一つの病院の電子カルテを共有する
開示招待メール



１）一つの病院の電子カルテを共有する開示
招待メールからカルテを開く
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２）複数の電子カルテを
同じ画面で共有する



ウェブサービス対応（ＳaaS/クラウド型）電子カルテ
は基本機能として相互連携できる

• 技術は既に完成している

• ＳaaS/クラウド型電子カルテが普及すれば、
カルテ情報の地域連携は完成する

• 現在は、ウェブ非対応（サーバークライアン
ト）の院内孤立型電子カルテが主流

• 対応策はウェブサービスで包む（ｗｒａｐ）

• Ｎ社、Ｆ社より製品。ちょっと　お高い？
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カルテ情報地域共有システムの全体像

訪問看護事務所Ｃ

クリニックＢ
病院Ａ

患者携帯電話

クラウド内の
カルテ情報地域共有サーバー
（個人情報の無い共有カルテ）

自院患者リスト

---

---



共有カルテ患者さんのリスト



共有患者さんのカルテを閲覧する



どんな形式のカルテでも共有

• ウェブ対応電子カルテ：

– ＸＭＬ形式文書をそのまま送信

• ウェブに対応していない孤立型の電子カルテ：

– ウェブサービスでラップ（ｗｒａｐ）して送信

– 画面ショットを送信

• 手書きカルテ：

– 撮影/スキャン画像を送信



メールアドレスでＩＤ管理

• 医療機関ＩＤ、患者さんＩＤなど全てメールアド
レスを用いる

• メールアドレスはグローバルＩＤである：世界

– マイナンバー、Ｎ社はナショナルＩＤ 　：国

– Ｆ社はリージョナルＩＤ 　：地域

• 汎用かつ低コスト

• 「どこでもＭＹカルテ」へ一瀉千里



患者個人情報は、医療機関内で管理する

患者ＩＤ 氏名 生年月日 性 住所

tanaka@google.com 田中　勝 1954/5/8 男 東京都大田区・・・

yamada@yahoo.co.
jp

山田　絆 1986/7/22 女 福岡県福岡市・・・

suzuki@nifty.com 鈴木　大成 1963/8/4 男 埼玉県さいたま市・・・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・



カルテ共有サーバー内には
個人情報を記録しない

患者ＩＤ カルテ情報
共有機関ＩＤ

日時 カルテ内容

tanaka@google.com b_clinic@google.com 2012/1/5 15:23 <文書カテゴリー>
医師記録</文書カテゴリー
><内容>・・・・・</内容>

yamada@yahoo.co.jp a_hospital@google.
com

2012/2/8 10:34 <文書カテゴリー>
看護記録</文書カテゴリー>
<内容>・・・・・</内容>

suzuki@nifty.com b_clinic@google.com 2012/1/12 11:8 <文書カテゴリー>
ＳＯＡＰ</文書カテゴリー>
<内容>・・・・・</内容>

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・



同一ＩＤの記録のみ相互参照
見える範囲を患者さんが選択できる
カルテ情報共有機関Ａ

患者ＩＤリスト　１
　　　２
　　　５
　　　９

カルテ情報共有機関Ｂ

患者ＩＤリスト　２
　　　３
　　　５
　　　１０

患者ＩＤ カルテ情報
共有機関ＩＤ

　　作成日時 ・

１ Ｂ 2012/1/5 15:23 ・

２ Ａ 2012/2/8 10:34 ・

３ Ｂ 2012/1/12 11:8 ・

２ Ｃ ・ ・

４ Ｅ ・ ・

１ Ｂ ・ ・

５ Ａ ・ ・

５ Ａ ・ ・

８ ・ ・ ・
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患者さんの携帯と、カルテを共有する



低コストで運用する

• クラウド展開により、サーバー維持コスト削減

– amazonEC2上に仮想サーバー構築

• ＩＤのメールアドレス化により、管理コスト削減

– ＩＤ管理のためのサーバー、事務員不要

• ネゴシエーションコストの削減

– 小単位（ドメイン）で開始　適宜、合併/分割



「どこでもマイＯｐｅｎＮｅｔＫａｒｔｅ」
無償供与を開始

• 徹底的な低コストを実現できたこと

• （医）八女発心会　設立20周年記念事業
– 10周年記念：久留米リハビリテーション学院創設

• 私事ながら
– 還暦を迎えます

– 爺になりました

– 幸せのお裾分け



詳細は、当院ホームページで

• 姫野病院ホームページ:
• http://www.himeno.or.jp
•        6月１８日～掲載

• お急ぎの節は下記へメールください

• dokodemomyonk@opennetkarte.jp

http://www.himeno.or.jp/


技術的な詳細は

• ＳaaS/クラウド技術で
電子カルテは個々まで
進化する

• 日経ＢＰコンサルティン
グ



まとめ

• ウェブサービスに基づく電子カルテでは相互連
携は標準機能である

– 孤立型のカルテは、ウェブサービスで包む必要

• クラウド上で連携：どこでもマイＯｐｅｎＮｅｔＫａｒｔｅ

– メールアドレスをＩＤとする

– 個人情報とカルテ本体の分離

– 患者さん自身によるカルテ参照範囲の制御

– 患者さん携帯上の「どこでもＭＹカルテ」

• 無償供与を開始
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